
２.連絡会議の開催 
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２－１ 連絡会議の開催方針 

 

（１）開催目的 

 

街道の持つポテンシャルの再認識＆その活かし方を考察する場の設置 

 

 ①基礎調査の結果報告 

   街道ごとの機能・役割、整備実態、観光の実態、広域連携資源の実態等を整理し、街道の持

つポテンシャルを再認識するためにとりまとめた基礎調査結果をもとに、街道及び地域の歴史

資源を活かしたまちづくりについて情報の共有化を図るために、連絡会議を開催する。 
   連絡会議は、広域首都圏 1 都 11 県内のすべての市区町村を対象とし、当該業務で調査した
街道が通っていない市区町村にも参加を呼びかけ、幅広い意見交換を促すこととした。 

 

 ②街道の持つポテンシャルを活かしたまちづくりの展開方向を考察 

   街道が持つ「繋ぐ」「結ぶ」という機能を活かし、街道沿いの市区町村が連携して取り組むま

ちづくりの展開を考察するきっかけとして、事例報告と有識者を含むパネルディスカッション

で構成されるフォーラム形式で連絡会議を開催する。 

   事例報告においては、成功事例だけでなく、発展途上の事例もピックアップし、まちづくり

の経過（きっかけ、キーマン、工夫、課題など）を調査し、成功のプロセスを示すことで、関

係市町村のやる気を引き出す工夫を行う。 

   事例報告にあたっては、多数の関係者がまちづくりに関わっていることから、それぞれの立

場からの意見を聴取するとともに、街道や歴史資源をビジュアルに示しながら、まちづくりの

展開を学ぶことで、参加者の理解が進むことから、地域のキーマンの取材、資源の撮影を行い、

まちづくりのシナリオにそった編集を行った簡易映像を作成し、会場で上映した。 

   また、具体的なまちづくりの展開方法について、有識者（マーケットリーダー：旅行業者、

雑誌編集者など）と事例市町村、国との意見交換（パネルディスカッション）によってイメー

ジを具体化させた。 
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（２）連絡会議の実施フロー 

   連絡会議の開催目的をもとに、基礎調査結果と先進事例調査（映像資料作成）を反映した、

フォーラム形式での連絡会議の実施フローを検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

街道・歴史まちづくりフォーラム 

 

同時開催 

 

【事例報告＆意見交換】 
 
□目的：市区町村を対象に、市民を巻き込んだ

街道を活かしたまちづくりへの関心
の喚起、意識啓発 

□内容：①事例報告（映像プレゼン） 
    ⇒先進的な事例市町村の報告 

（成功事例として意識喚起） 
⇒身近な事例市町村の報告 
（等身大の事例としてやる気を喚起）
②パネルディスカッション 

    ⇒事例報告を受けた市町村と有識者
（マーケットリーダー）による意見
交換 

    ⇒会場とのやりとりを含めて楽しく
演出 

【基礎調査】 
 
□目的：街道の実態の把握 
□内容：街道ごとの機能・役割 
    街道整備実態 
    観光の実態 
    広域連携資源の把握 

【先進事例調査（映像資料作成）】 
 
□目的：街道を活かしたまちづくりのあるべき

姿を示すことで、なりたい市町村のや
る気を喚起する 

□内容：市町村（ＮＰＯ）の活動の歴史（プロ
セス）を丹念に拾いながら、誰もがイ
メージしやすい映像資料としてとり
まとめる 

【基礎調査結果報告】 
 
□目的：街道の持つポテンシャルの再認

識、情報の共有化 
□内容：プロジェクトの位置づけ 
    アンケート調査結果 
    街道マトリクス＆マップ 
    連携テーママップ 
 
   ※アンケートで次年度以降の意

見交換等への参加意向を確認 

【連絡会議の継続】 
 
□内容：連絡会議の継続 
    具体的な意見交換の実施 
    実証的な取り組みの検討 
     ⇒まちづくり検討会の実施 
     （ファシリテーターの紹介）
     ⇒プレミアムツアー（アドバ

イザーによる現地診断）の
実施など 

【街道サミット（仮称）】 
 
□目的：街道を活かしたまちづくりのＰＲの場
□内容：連絡会議の活動報告 
    街道・歴史まちづくりのＰＲ 

【Ｈ２１年度（想定）】 

 

メーリングリストの作成

＆情報提供 

質問提出 
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（３）事例の選択 

   広域首都圏内の市区町村で街道及び地域の歴史資源を活かしたまちづくりを実施しており、

ある程度の活動の蓄積と対外的な認知・評価が得られている事例を抽出し、報告事例の選択を

行った。 
   以下の事例報告候補市区町村から、30年来の活動の蓄積があり、伝統的建造物群保存地区指
定もなされ、多くの観光客が訪れている川越市を評価の高い成功事例として選択した。 

   また、街道沿いの複数の市町村が連携した取り組みであり、連携のテーマが「麺」とユニー

クであり、他の市区町村でも多様な連携のあり方を検討するうえで参考となる事例として、例

幣使街道沿いの市町村を選択した。 
 
事例報告候補 比較表 

事例候補 ポテンシャル まちづくりの内容 事例報告の視点 

●川越市 
（城下町） 

・東京から最も近い、古
い町並みを残す城下
町（蔵の街） 
・大学の研究フィールド

・商店街を中心とした町並
みの保存活動（「まちづく
り規範」＆「町並み委員
会」 
・電線類の地中化、街路整
備等による町並み形成 
・多くの観光客が来訪 

・民間と行政の連携によるルー
ルづくりの大切さ 

・商業（生活）を基軸とした町
並み保全と来訪者誘致のバ
ランス 
※成功事例として評価は高い
が、取り組みのハードルも高
いか？ 

○栃木市 
（例幣使街道） 

・例幣使街道の宿場町と
して伝統的建造物が
多く残る町並み（蔵の
街） 

・蔵の保存と活用 
・巴波川の環境整備 

・町並みの保全・復元による地
域づくりの好事例 
※成功事例として評価される
が、川越と内容が被る 

●両毛地区 
（例幣使街道） 

・例幣使街道沿いの市町
村のつながり 
・知名度の低さをバネに
した取り組み 
・例幣使街道沿いの資源
マップの作成（一部市
町村） 

・「麺」をテーマにまちおこ
し団体が連携（行政、鉄
道事業者も参加） 
・鉄道事業者とのタイアッ
プキャンペーン（地域の
歴史資源も紹介） 

・民間の発意による地域連携の
好事例 

・鉄道事業者とのタイアップの
ヒント 
※連携のテーマはいかように
でもなる（どんな地域でも工
夫可能）といった意味での地
域活性化の好事例 
※地域の歴史資源とのつなが
りは今後の課題 
※川越との対比により取り組
みの幅を示せる 

○取手市 
（水戸街道） 

・水戸街道の宿場町とし
ての歴史（本陣が残
る） 
・東京芸術大学取手校の
立地 

・芸術の杜のまちづくり（宿
場町商店街ゾーンの創
造） 

・地場産品統一ブランド「美
し国・取手宿」の立ち上
げ 

・大学との連携による地域計画
づくり 

・ブランド形成による価値の向
上 
※計画段階であり、整備はこれ
から 

○品川区 
（東海道） 

・東海道の第一宿場町と
しての歴史 
・ハード面が整備されて
いる（公園、トイレ、
橋詰広場、街灯、電線
地中化、ユビキタス）

・まちづくり協議会を中心
に、マップの発行、お休
み処・交流館等の拠点整
備と運営、まちの歴史や
由来が分かる案内看板の
設置 
・ユビキタスの整備 

・歴史資源の案内（ハード面の
整備）の好事例 
※商店街や社寺を巻き込んだ
イベント開催等、活性化の仕
組みについては確認が必要 
※ハード面の整備に特化して
いる可能性がある 

○小諸市 
（北国街道） 

・北国街道沿いの古い町
並み（本陣が残る） 

・小諸宿周辺の修景整備 
・NPO 法人町並み研究会に
よる町並みデザインブッ
クの作成 

・町並みの保全・復元による地
域づくりの好事例 
※取り組みは盛んであるが、川
越と内容が重なる 
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（４）連絡会議の論点整理 

   連絡会議をフォーラム形式で開催するにあたり、事例報告からパネルディスカッションにわ

たる論点をあらかじめ整理し、関係者間で意識の共有化を図ることで、テーマを絞った実質的

な議論が進むように検討した。 

   具体的な、論点については下記に示すとおりであるが、大きく「ヒト育て」、「モノ起こし」、

「コトづくり」の 3つのキーワードから川越、例幣使街道それぞれの事例を素材に意見交換を

進めていくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事例報告～ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」を貫く議論枠組

議論のフレームワーク 川越 例幣使

□商店街に閑古鳥
□街並み解体の危機
○「蔵の会」設立
○多彩な外部のファン

危機感・

問題意識

着目点・
突破口

行動・
解決策

ヒト育て
地の人・風の人

モノ起こし
地域資源の
再発見・再認識

コトづくり
しくみ

□観光客が特定時期に特化
□
○各町で「食」の会あり
○昔から地域のつながり
があった

□蔵づくりの街並み
□年代が重層する街並み
○外部の研究者が評価
○重要文化財指定

□「町並み委員会」の発足
□コミュニティマート構想
○町づくり規範の制定
○伝建地区指定

□各町が麺のまちづくり
□
○両毛地区は小麦の里
○歴史資源も点在するが
豊富

□「麺の里 両毛５市の会」
□鉄道キャンペーン
○「食」と「観光」のまちづくり
○
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２－２ 連絡会議資料の作成 

２－２－１ 基礎調査結果説明資料作成 

   基礎調査結果説明資料として、資料Ⅰとして 1-2アンケート調査結果の抜粋（A4版 14ペー
ジ）、資料Ⅱとして 1-3街道の道筋及び広域連携資源等の整理に基づく街道マトリクス＆マップ
（A4 版 A3 版まじり 90 ページ）、資料Ⅲとして 2-2-2 に基づく連携テーママップ（A4 版 A3
版まじり 10ページ）の 3分冊の資料を作成・印刷し、会場で参加者に配布した。 

   以下に、それぞれの資料の表紙を添付する（内容については上記の各章に記載されているた

め割愛）。 
   また、基礎調査結果について、限られた時間のなかで参加者に理解してもらうために、内容

を適宜抜粋した PPT資料を作成し、説明内容をテキストで検討した。 
   当該資料については、次ページ以降に添付する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基礎調査結果 

Ⅰ.アンケート調査編 

基礎調査結果 

Ⅱ.街道マトリクス＆マップ編 

基礎調査結果 

Ⅲ.連携テーママップ編 
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（１）プロジェクトの趣旨説明用 PPT 
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（２）基礎調査結果説明用 PPT 
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２－２－２ 連携して取り組むべき施策の提案に向けた資料作成 

（１）連携テーママップの作成方針 

 

連携の糸口を探るテーママップの作成 

 

   街道沿いの歴史資源には、全国的にも広く知られる知名度の高い資源がある一方で、地域で

は大切にされているものの、知名度が低く、来訪者から注目されることの少ない資源があるこ

とが予想される。 

   このような、隠れた資源を発掘し、これらの資源を持つ街道沿いの市区町村同士が連携する

ことで、地域づくりのさまざまな効果が発揮されることが期待される。 

 

【連携により発揮が期待されるまちづくりの効果】 

・まちなみ整備など、各市町村の資源の質の向上 

・埋もれている資源の発掘 

・体験観光ガイドや物産など「街道観光」としての広がり 

・対外的なアピール力の向上 

 

   これらの観点から、街道ごとの整備実態調査及び街道マトリクス＆マップ作成の過程で抽出

された各街道の歴史資源をもとに、地域の他の資源との組み合わせも考慮しながら、連携の糸

口となるテーマを検討し、それらの連携イメージを表現したものが連携テーママップである。 

   なお、連携テーマについては、必ずしも地域の実情を反映したものではないかもしれないが、

連携を考えるうえでの、たたき台（ヒント）として例示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちなみ整備 

・歴史のある町並みの保全 

・町並みと調和した新たな建築物 

・街路整備 

・電線地中化 

■来訪者へのもてなし 

・地元の観光ガイドと一緒に歩くツアー

の開催 

・新河岸川・観光舟運の実施 

・市（いち）の開催、祭囃子の実演など 

交流イベントの開催 

観光ガイドの養成 

■商店街の再生 

■住む人の生きがいづくり 

・地域を知る「小江戸川越検定」の実施 

・来訪者と中高年のガイドボランティアの交

流 

■体験観光 

街道を通じたつながり 

活動のひろがり 

出典…川越シルバー人材センターＨＰ 

出
典
…
川
越
市
商
工
会
議
所
Ｈ

街道資源による活動と連携のイメージ 
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（２）連携テーママップの作成 

 
   連携テーママップの作成方針に基づき、下記の街道について、街道の歴史資源と地域の様々

な資源を組み合わせることで、かつての風物に触れたり、ゆかりの事物を楽しんだりといった

ように、連携によって街道の持つ多面的な魅力を感じることができるとともに、街道のオリジ

ナル性を高めることができるようなテーマを設定し、関連する地域の資源を結んだテーママッ

プを作成した。 
 

街道名 連携テーマ 連携のねらい 

中山道 旅籠に泊る 中山道は、江戸と京を結ぶ街道として東海道と肩を並べる街道

であった。 

現在も随所に当時の面影を色濃く残しており、江戸の時代に旅

籠として始まり、今でも営業を続ける旅籠も多くみられる。 

このような資源に光が当てられることにより、歴史資源の保

存・復元の機運が高まることが期待される。 

日光街道 日光東照宮へと繋が

る彫刻を辿る 

日光街道の目的地である日光東照宮には、「眠り猫」や「三猿」

に代表される彫刻が数多く存在する。 

街道途中の社寺にも、日光東照宮の影響から様々な彫刻が施さ

れ、祭りの際には彫刻が装飾された屋台が練り歩くなどの文

化・風習が残っている。 

これらは、技巧面・芸術面のすばらしさだけではなく、現代の

我々からすると少々滑稽にも感じられる逸話や架空の動物を具

現化する想像力の豊かさといった点からも大変魅力的である。

ちょっと寄り道をして各地の彫刻に触れてから日光東照宮へ向

かうことで、より深く街道を味わえるようになる。 

松尾芭蕉ゆかりの地

を巡る 

元禄 2年（1689 年）、弟子の河合曾良を伴って奥の細道の旅に出

た俳人・松尾芭蕉（1644-1694）は奥州街道の各地に足跡を残し

ている。 

句に詠まれた場所、句碑、「奥の細道」に描かれた風景など、奥

州街道各地に資源があるが、比較的よく知られるものだけでは

なく、地域に大切にされながらも外部にはあまり知られていな

い資源の発掘、復興も期待される。 

奥州街道 

街道ゆかりのアート

＆デザインの探訪 

人とモノが行き来する街道には、富のやりとりがあり、文化が

集積される。 

絵画などの美術だけではなく、身の回りの調度や建物、街並み

などに奥州街道の歴史が生んださまざまな意匠を見ることがで

きる。 

単独では、価値を感じ取りづらい資源も、街道を通じ連携する

ことで、江戸以来の時間が熟成した一連のアート、デザインと

して、大きな価値を放つことが期待される。 
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街道名 連携テーマ 連携のねらい 

三国街道 街道ゆかりの祭りを

楽しむ 

街道には、古くからの暮らしの中で生まれた祭りが多くある。

街並みは昔と変わってしまっていても、こういった祭りの中に

往時の暮らしをうかがうことができる。 

街道とこれらの祭りを結びつけることにより、一つ一つの資源

の魅力を高めるとともに、街道を通じた新たな展開も期待され

る。 

日光例幣使

街道 

麺街道と”腹ごなし”

の散歩道を訪れる 

日光例幣使街道で結ばれる群馬・栃木の両毛地区は、古くから

経済・文化のつながりが強い。 

平成 16年には、各市のご当地麺によるまちづくり組織「麺の里

両毛 5市の会」を発足し、鉄道事業者とのタイアップによる PR

などの活動を行い、知名度を上げている。 

来訪者にはラーメン、焼きそばなどご当地麺を食べるだけでは

なく、まちなかを歩いて回遊することを促し、人と交流し、地

域に大事にされている街道資源に触れてもらう環境をつくって

ゆく。 

麺街道のルーツとしての例幣使街道による文化のつながりを体

感する、魅力的な散歩道を各地に増やすことが期待できる。 

千国街道 自然の隠し絵を探し

ながら塩の道を歩く 

千国街道はフォッサマグナと呼ばれる本州を大きく分断する大

断層の地溝帯を行き、戦国の時代から日本海と信濃を結ぶ重要

な産業道路の歴史を持っている。 

白馬三山からの吹きつけが狭隘な道をさらに容赦なく厳しいも

のとさせていた、そんな険しい道の途中、眺めの良い場所や木々

の合間から見える絶景と自然が織りなす何とも不思議な風景

に、旅人はほっと一息ついていたのではないだろうか。 

すでに知られている有名な眺めだけではなく、外部には知られ

ていない「自然の隠し絵」の発掘と街道沿いに点在する歴史資

源とを併せて訪れることで、街道全体の魅力と価値を向上させ

ることが期待できる。 

また、街道を通しての魅力と価値が高まることで、写真やアー

トと関連し、連携することで相乗効果の糸口を紡ぎ出すことが

期待される。 
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２－３ 連絡会議の検討方針 

２－３－１ 参加者のニーズ 

 

   連絡会議の意見交換の結果や参加者アンケート結果を受けて、参加者（市区町村）の連絡会

議等に対するニーズを以下のように整理した。 

 

 ①街道・歴史まちづくりの方向性の確認 

   首都圏広域地方計画が策定中ということもあり、街道・歴史まちづくりがどのような位置づ

けにあり、今後制度化などがなされるのかといった基本的な方向性の確認が求められている。 
   また、首都圏広域地方計画推進協議会及び連絡会議の位置づけや今後の方向性について知り

たいとする意見がある。 
 

 ②街道・歴史まちづくりの情報提供 

   街道・歴史まちづくりについて認知を高めることにより、多くの自治体や住民の参加を期待

する意見がある。 
   また、連絡会議で提示した基礎調査結果（アンケート調査結果、街道マトリクス＆マップ）

について、広域首都圏内の市区町村に広く提示したり、成功事例の紹介を行うことなどにより、

街道・歴史まちづくりの情報を広く提供していくことが求められている。 
 

 ③連携のための意見交換の場の設置 

   街道や地域の歴史的な資源の活かし方や連携のあり方をテーマに意見交換することで、市区

町村間の横のつながりを志向する意見がある。 
   連絡会議で提示した連携テーママップに興味を抱き、自らの地域性に即した連携テーマを設

定する重要性を感じるなど、意見交換の場や機会を設置することが求められている。 
 

 ④街道・歴史まちづくりの支援策 

   街道・歴史まちづくりの対象や受けられる支援制度など、制度的な枠組みを知りたいとする

意見がある。 
   既往制度の整理や街道を活かした取り組みに対する支援策のマッチングなど、地域のニーズ

に即した支援策を検討することが求められている。 
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２－３－２ 連絡会議の検討方針 

 

 ①街道・歴史まちづくりの方向性の明確化 

   街道・歴史まちづくりがプロジェクトとして何を目指すのか、商業活性化やコミュニティ形

成、文化財保護、観光振興等多様な目的が考えられる中で何を重視するのか等目的を明確化し

ていくこととする。 
   また、協議会及び連絡会議の位置づけと方向性を整理し、街道・歴史まちづくりに参加する

市区町村が、制度や会議の枠組みについて理解できるように検討する。 
 

 ②意見交換の場の設置 

   地域自らが考え、行動に移すためのきっかけづくりとなる意見交換の場として、意欲のある

市区町村やＮＰＯ等のまちづくり団体が集まって意見交換や先進地視察などを行う機会を設け

ることを検討する。 
   意見交換のテーマとしては、地域性に即した連携テーマの設定、連携してどのような取り組

みができるかといった具体的なまちづくりの可能性の追求などが考えられる。 
 

 ③支援・制度の枠組みの検討 

   意見交換の場での意見や街道・歴史まちづくりに対するニーズの把握等から、地域が求める

支援ニーズを体系的に整理するとともに、既往制度のメニューの整理と支援ニーズとのマッチ

ングを検討する。 
   また、地域の相談窓口の設置など、相談体制の拡充を検討する。 
 

 ④街道・歴史まちづくりに対するニーズの把握 

   街道・歴史まちづくりに求められているもの、来訪者の訪問可能性、マーケット等のニーズ

を把握し、まちづくりの展開や支援策を検討する際の基礎資料を収集することを検討する。 
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       連絡会議参加者のニーズをもとにした今後の検討方針        
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街道・歴史まちづくりの方向性の明確化

 

■目的の明確化（商業活性化、コミュニテ

ィ形成、文化財保護、観光振興等多様な

目的から何を重視するか） 

■協議会及び連絡会議の位置づけと方向

性の検討 

参加者のニーズ 

街道・歴史まちづくりの方向性を確認

したい 

 

■街道・歴史まちづくりの目指すとこ

ろ、制度化の予定が知りたい 

■連絡会議の位置づけ、首都圏広域地方

計画推進協議会の方向性が知りたい 

連絡会議の検討方針 

街道・歴史まちづくりの支援策を確認

したい 

 

■街道・歴史まちづくりの対象を明確に

してほしい 

■既往制度の紹介や地域のニーズに即

した支援策が求められる 

街道・歴史まちづくりの情報を広く伝

えてほしい 

 

■街道・歴史まちづくりの認知を高め、

参加の仲間を募りたい 

■基礎調査資料を活用したり、成功事例

の紹介を行うべき 

連携のための意見交換をしたい 

 

■街道・歴史まちづくりをテーマに意見

交換することで、市町村間の横のつな

がりをつくりたい 

■意見交換の場や機会を設けてほしい 

意見交換の場の設置 

 

■地域自らが考え、行動に移すためのきっ

かけづくりとなる意見交換の場の設置 

■地域性に即した連携テーマの設定、連携

して何ができるかの意見交換を実施 

支援・制度の枠組みの検討 

 

■地域が求める支援ニーズの体系的整理 

■既往制度のメニューの整理と支援ニー

ズとのマッチングの検討 

■地域の相談窓口の設置検討 

街道・歴史まちづくりに対するニーズの

把握 

 

■街道・歴史まちづくりに求められている

もの、訪問の可能性、マーケット等のニ

ーズの把握 
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